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１．はじめに
東北地方では太平洋プレートが沈み込んでいる一方で、関東地方には太平洋プレートの上に重なるようにフィリピン

海プレートが沈み込んでいる。そこで、本研究では、まず東北地方において太平洋プレートの沈み込みに伴う温度分布
の数値シミュレーションを行い、東北地方で再現した温度分布をもとにフィリピン海プレートの沈み込みを起こすこと
によって関東地方における２つのプレートの沈み込みに伴う温度分布を計算した。
２．モデルと手法
Yoshioka and Sanshadokoro(2002)の 2次元箱型熱対流モデルを用い温度分布の計算を行った。太平洋プレートの沈み込

み速度は，Sella et al.(2002)を参照し、沈み込む太平洋プレートの年齢を Sdrolias and Muller(2006)に基づいて時間変化さ
せた。Nakajima et al.(2007,2009)と Hirose et al.(2008)による太平洋プレートとフィリピン海プレート上面の形状を与え、
プレートが沈み込む際に与えるガイドの指標とした。地殻熱流量のデータとしては、Tanaka et al.(2004)、Yamano(2004)
のボアホール、ヒートプローブ、松本 (2007)による Hi-netの観測井でのデータを用いた。
高木・他 (2011)のモデルでは、太平洋プレートの沈み込みに伴いマントルウェッジ先端部に高温のマントルの流れ込

みが起こり、東北地方では観測データの地殻熱流量を大きく上回る高温場がマントルウェッジの先端付近にできてしまっ
ていた。そこで、マントルの流れが入り込まない領域をマントルウェッジの先端付近に設置し、東北地方下に存在すると
考えられている cold noseと呼ばれる冷たい領域をモデル化した。東北地方の温度分布から計算される地殻熱流量の値と
地殻熱流量データを比較し、観測値を再現する温度モデルを構築した。関東地方においては、東北地方で構築した太平
洋プレートの沈み込みモデルに、遅れてフィリピン海プレートを沈み込ませ、関東下に広がる低い地殻熱流量をフィリ
ピン海プレートによって説明しようと試みた。
３．結果
東北地方においては、cold noseの導入によって、海側の地域で地殻熱流量の観測値により合致する計算結果が得られ

た。関東地方においては、フィリピン海プレートの沈み込みにより、cold noseよりも陸側の領域で、地殻熱流量が低く
なることが分かった。関東地方の地殻熱流量の観測値をうまく説明するため、太平洋プレート上面に発生する摩擦熱の
導入についても検討中である。
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